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研究成果の概要（和文）：胚発生においては、特定の神経細胞が接線方向に移動して、層構造を形成する。我々
は発生中のニワトリ視蓋の浅層での接線方向細胞移動の動きについて研究した。共焦点顕微鏡での動画観察によ
り、活発な細胞移動が一週間に渡って持続し、水平に細長い表層の細胞が接線方向に広がることがわかった。動
いている細胞は先導突起を分枝させ探索行動をとりながら進行方向を決めて進み、お互いに立体交差して広がっ
ていった。移動細胞は最終的には視蓋浅層に一様に分布して、様々な形態をもつ神経細胞に分化した。これらの
結果から、発生中の視蓋浅層において神経が広く分布するための細胞の動きが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：During embryonic brain development, groups of particular neuronal cells 
migrate tangentially to participate in
the formation of a laminated structure. We report the dynamics of tangential cell movement in 
superficial layers of developing chick optic tectum. Confocal time-lapse microscopy revealed that 
vigorous cell migration continued during 1 week, where horizontally elongated superficial cells 
spread out tangentially. Motile cells exhibited exploratory behavior in reforming the branched 
leading processes to determine their pathway, and intersected with each other for dispersion. The 
tangentially migrating cells were eventually distributed in the outer stratum griseum et fibrosum 
superficiale and differentiated into neurons of various morphologies. These results revealed the 
cellular dynamics for widespread neuronal distribution in the superficial layers of the developing 
optic tectum,
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１．研究開始当初の背景 

層構造は脊椎動物の中枢神経系に共通の構造

であり、様々な脳神経組織に見られる。視蓋

の層構造は発生中期に急激にその層の数を増

加させる。こうした多層化は、主に脳室側か 

ら軟膜側への一方向性の放射状方向への細胞

移動によって遂行されると予想されたが、層

形成中にどのように細胞が移動しているのか

は不明であった。私は、時期を前後して深層

と浅層をそれぞれ接線方向へと移動する２つ

の大きな細胞集団が存在することを見いだし

た。 

 
２．研究の目的 

発生期の視蓋層形成過程での接線方向への細

胞移動の動態を調べ、層構築における役割を

明らかにする。 

３．研究の方法 

発生中の視蓋の細胞をGFPと核移行型mChery

で安定的に蛍光標識した後、展開培養片を共

焦点タイムラプス撮影することにより、神経

細胞移動の動態を長時間にわたってライブイ

メージングを行った。 

４．研究成果 

動画観察により、活発な細胞移動が一週間

に渡って持続し、水平に細長い表層の細胞

が接線方向に広がることがわかった。 

（図２ 接線方向に拡散する移動細胞の軌

跡, ０時間後-左上，２４時間後-右上，４

８時間後-左下，７２時間後-右下） 

 

動いている細胞は先導突起を分枝させ探索

行動をとりながら進行方向を決めて進み、

お互いに立体交差して広がっていった。 

（図３ 先導突起の分枝の時間経過） 

視蓋と被蓋の境界では、細胞が先導突起を

反転させて方向転換することがわかった。

移動細胞の数は１週間かけて徐々に減少し

てゆき、移動速度も低下していった。 

（図４ 移動細胞の割合と移動速度の変

化） 

移動細胞は最終的には視蓋浅層に一様に分

布して、様々な形態をもつ神経細胞に分化

した。これらの結果から、発生中の視蓋浅

層において神経が広く分布するための細胞

の動きが明らかとなった。この成果は、発

生中の脳における新たな細胞移動様式を示

唆していた。 
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